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市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

付議・報告部課      

令和６年３月２１日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

令和６年３月２１日（木）午前9時00分～ 本庁舎2階災害対策室2・3 

２ 出席者 

上下水道課 武藤課長、山嵜係長、飯田係長、塩釜主任技師 

３ 件名 

白井市水道事業におけるアセットマネジメント計画について 

４ 会議結果 

□ 案のとおり決定する。 

□ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

■ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

・10年後から管路の更新工事が始まるとのことだが、工事の時期が早まることはない

か。 

→健全な水道事業経営を持続させるためには、水道施設の延命化が重要となっており、

その取り組みとして本計画では全国事業体の更新実績等を考慮して更新基準年数を設定

しているが、水道施設は下水道施設とは異なり、施設の状態を把握することが困難であ

る。更新工事まで期間があることから、劣化度調査などの新技術の活用により、施設の

健全度の把握に努め、延命化を図るなど更新需要を低減する取り組みを推進したい。 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 



　第２号様式（第４条第５項関係）

年 月 日

件　　　名

部内会議や関
係課等との調
整結果（主な意
見・懸案事項）

項目

条例規則

議会説明

市民参加

報告書公表 ■ □ □ □ （

関係法令等

関係課

事業費

カテゴリー 市内全域 目的 都市・交通 手段 事務等効率化

参考情報

年代 全ての年代 場所

今後の
スケジュール

水道法

8,280 千円 （うち特定財源 千円）

有 令和5年度第1回白井市上下水道事業審議会

公開 非公開 部分非 時限非 まで）

無

無 広報・ＨＰ等 有

無 報道発表

【審議会（白井市上下水道事業審議会）】
　令和5年度第1回白井市上下水道事業審議会にて、アセットマネジメント計画について審議。
＊協議会構成（識見を有する者4人、受益者3人、住民3人）

有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

今後のスケジュール
・水道施設の適切な維持管理を実施するとともに、劣化度調査などの新技術の活用により施設
の健全度の把握に努め、延命化を図るなど更新需要を低減する取り組みを推進する。
・事業効率化による維持管理費の削減、補助金等の活用など財源確保の取組を推進する。
・適正な更新工事の実施時期を検討し、水道事業経営戦略に反映する。

内容

【経緯・目的】
　白井市水道事業は、昭和５９年度から事業に着手し、計画上の主要な配水管や施設等の整
備は令和７年度をもって概ね終了することとしている。
　今後は、法定耐用年数を迎える水道施設の維持管理にシフトすることから、健全な水道事業
の経営を持続するために将来の大規模な施設更新ピークに備え、アセットマネジメント計画（更
新需要と財政収支の見通し）を策定する。

【検討内容】
・長期的な観点から、給水区域における水需要を鑑みて、水道施設の適正な更新時期及び規
模を検討する。
①現有資産の状況を整理し、他事業体の更新実績等を踏まえ、各施設の更新基準年数（更新
時期）を検討する。
②将来の人口減少に伴う水需要の減少を踏まえ、更新時の施設規模（管路口径の縮小）を検
討する。
・①、②を踏まえ、中長期的な財政収支の見通しを検討する。

【検討期間】
　施設の法定耐用年数や更新財源としての企業債の償還期間を考慮して、令和５年度から令
和４４年度までの４０年間の財政収支について検討する。
　なお、更新需要については、現有資産の更新を総合的に判断するため、更新が一通り一巡
する１００年間で算定する。

【検討結果】
・更新需要については、水道施設を法定耐用年数で更新した場合、今後１００年の更新需要総
計は約３０６億円となり、水需要の減少に合わせた施設規模により、更新基準年数で更新した場
合は、約１３０億円となり、約１７６億円の更新需要の削減が可能となる。
・財政収支については、更新基準年数での更新を採用し、令和１６年度から更新工事を行う計
画とする。現状の水道料金で経営を継続する場合、収益的収支は当面黒字で推移する見通し
であるが、更新工事の実施に伴い令和２５年度に損益はマイナスに転じ、資本的収支は、令和
３０年度で資金ショートが発生する見込みとなる。
　仮に市の一般財源からの繰入金に頼らずに更新工事の財源を確保するためには、国の交付
金を最大限活用するとともに、事業の効率化による維持管理費の削減、新技術の活用等により
健全度を把握し延命化による更新需要の低減を推進すること。それでもなお不足する場合に
は、水道料金の改定が必要となる。

白井市水道事業におけるアセットマネジメント計画について

令和 6 3 21

報告書（行政経営戦略会議）

部課名 都市建設部　上下水道課


















